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EBSCOhost
オンラインデータベース講習会
2017年5月16日(火）
政策研究大学院大学

 外国雑誌（主に英語）をインターネットで検索

 論文の全文・抄録を印刷・保存・e-mail 送信

 GoogleやYahoo！といった検索エンジンと同じような親しみやすい検索画面
＋使いやすい検索機能

 それぞれの学問分野ごとにデータベースがございます。

 充実したバックファイル、個人アカウントの作成、検索式の保存やアラート
機能等の特長がございます。

◇EBSCOhostでできること◇

 データベースから取り出したコンテンツ（フルテキスト、書誌データとも
に）の利用は、個人の学習および研究目的に限られます。商用での
利用や、他人への一斉配布・配信は禁止されています。また、個人
ホームページやブログへの掲載も禁止されています。

 コンピュータソフト等を使用しての大量一括ダウンロード（システマ
ティック・ダウンロード）は禁止されています。

◇ご利用の注意点◇
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人文、社会、自然科学、医療、理工等、総合分野を網羅した
世界最大級の学術機関向け全文データベース

◎約8,600誌のインデックス・抄録情報を収録

そのうち約4,600誌は全文情報を収録

(全文収録誌の80％以上が査読誌)

◎全文情報掲載誌は最も古いもので1887年頃まで遡って収録

◎1,050タイトル以上の学術誌について、

引用文献・被引用文献のリンク、検索が可能

◎収録データは毎日更新
※収録タイトル一覧はこちらのURLからご覧いただけます
⇒http://www.ebscohost.com/titleLists/aph-journals.xls

American Economic Association（米国経済学会）作製の、
経済学研究において、とても有益な二次情報データベース

◎学術雑誌や一般雑誌の論文記事だけでなく、The Handbook of World 
Tradeなどを含む書籍、モノグラフ、会議録、ワーキング・ペーパー、さらに

書評などの抄録・全文情報の閲覧が可能

◎重要誌「Journal of Economic Literature (JEL)」のフルテキストが
1969年（初号）から収録

◎総収録データ数は140万件以上
データは毎月更新
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◇データベースログイン方法-図書館ホームページから◇

①トップページより
「データベース・電子ジャーナル」
をクリック

◇データベースログイン方法-図書館ホームページから◇

データベース・電子ジャーナル
ページ内「よく利用されるデー
タベース」もしくは「海外のデ
ータベース」項目よりアクセス
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◇データベース選択画面◇

データベース選択画面より
横断検索を設定可能
(EBSCO eBooks collectionの
電子書籍も検索可)

検索ボックス
にキーワード
を入力

◇検索インターフェースの基本構成◇
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検索キーワード入力フィールド

検索オプション条件の限定・絞り込み項目

◇検索インターフェースの基本構成◇

ナビゲーション・バー（シソーラスでの検索、出版物検索など）

大文字・小文字は関係なし

ー”GREEN”,”Green”,”green”→すべて同じ結果

単数形・複数形も関係なし

ー”Trainer”, ”Trainers” →すべて同じ結果

アメリカ英語とイギリス英語の綴りも関係なし

ー”color”, ”colour” →すべて同じ結果

語尾が変化する単語を検索するには「＊」（アスタリスク）を使う

ー Teach* → “Teach”, “Teaching”, “Teacher” 等を検索

検索語句の完全な綴りが分からない場合等 「?」（クエスチョンマーク）を
間に使う ？が1文字を代用

ー ne?t →“neat” , “nest”, “next”, 等を検索

◇入力について◇
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stress depression
mental 

disorder

intellectual 

disability
mental health 

services
special school

AND検索 OR検索 NOT検索

＜AND・OR・NOT＞検索結果の限定と拡張

キーワードを掛け合わせることで、検索の範囲を狭めたり、
広げたりすることができます。

•AND検索 ： stress AND depression

•OR検索 ： mental disorder OR intellectual disability

•NOT検索 ： mental health services NOT special school

AND/OR/NOTを選択し、検索範囲の絞り込み、拡大、
一部の除外を行います。
bilingual education AND university

◇検索結果の限定と拡張◇

検索結果は同じになります
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括弧（）を使って検索をコントロール

• ブール演算子の優先順位

NOT = AND > OR

括弧を使用することで、括弧でくくられたキーワードからはじめに検索し
ます

– Library AND Building OR Architecture

→まずLibrary And Buildingを検索し、それを基にOR Architectureと検索

– Library AND (Building  ＯＲ Architecture）

→まずBuilding OR Architectureを検索し、それを基にAnd Libraryと検索

◇検索結果の限定と拡張◇

◇検索結果の限定と拡張◇

• キーワード入力欄に演算子を使った式を書く＝

（）でくくるのと同じ効果

bilingual education AND（university OR college）
検索結果は同じになります
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■ 検索事例1 ： 都市設計と地域開発
について書かれた文献を探したい。
(Academic Search Premierを使って検索）

１．キーワードを選定
キーワード＝『都市設計、地域開発』
⇒都市設計＝ Urban Design 

地域開発＝ Community Development 

2. 検索式の作成・入力

検索ボックス1段目： Urban Design

検索ボックス2段目： Community Development

と入力してAND検索
または検索ボックス1段目に：
Urban Design AND Community Development

と入力して検索

◇検索事例１◇

3．各種絞り込みの設定

・全文情報に限定

・検索出版年月の限定

（例：2000年以降の文献に限定）

・出版物タイプの限定

（例：Journal Article, Book, Working Paper）

などなど・・・必要に応じて文献を絞り込みます。
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→ 絞り込み項目

→ 各種リンク

→タイトルをクリックすると詳細な書誌が開きます。

→Associated Press社が提供する動画コンテンツも閲覧可能
(検索語に関連した動画コンテンツが検索結果一覧画面に
リストアップされます） ※Academic Search Premierにてご利用可能

◇詳細な書誌情報画面◇

→各種機能ツール

→クリックすると

全文情報を表示
（収録がある場合
のみ）
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◇詳細な書誌情報画面◇

選択した論文記事をフォルダへ保存します

選択した論文記事を印刷します

選択した論文記事をE-mailで送信します

選択した論文記事の情報を保存します

選択した論文記事を引用する際の書式を提示します

選択した論文記事の書誌情報を、外部へエクスポートします

選択した論文記事に任意のノートを付します

パーマリンク（記事のURL）を表示します

Text-to-Speechによる、HTML全文の読み上げを行います
(HTML全文の収録がある論文で、かつ設定が有効となっている場合のみ)

外部サービスを用いて、論文記事の情報をブックマーク・共有します

翻訳機能による、HTML全文の翻訳を行います
(HTML全文の収録がある論文で、かつ設定が有効となっている場合のみ)

1

2

３

4

6

5

7

8

9

10
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→各種機能ツール

◇全文情報表示画面(PDF形式)◇
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◇全文情報表示画面(HTML形式)◇

→ 翻訳機能

→ Text-to-Speech機能
(音声読み上げ機能）

• 入力した検索語の含まれる項目を限定することにより高効率
・高精度の検索を実現

• 使えるフィールドはデータベースごとに異なります

• オプションなので使わなくても検索はできます

◇検索可能フィールド◇
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代表的なタグ

Subject-論文記事の主題から検索

AU

SU

TI

SO

AF

AB 

Title-論文記事のタイトルから検索

Author-論文記事の
著者名から検索

Publication Name-出版物名から検索

Abstract-抄録から検索

Author Affiliation-著者の所
属機関・団体から検索

◇検索可能フィールド◇

■ 検索例2 ：検索可能フィールドを使って検索してみましょう。

雑誌『Energy Journal』に掲載された
田中誠（Makoto Tanaka）著の論文について、
その詳細を知りたい。（Academic Search Premierを
選択して検索)

キーワードを選定する
検索ボックス1段目： Energy Journalと入力

+ SO（掲載誌から検索）タグを選択
検索ボックス2段目： Tanaka Makotoと入力

+ AU（著者名から検索）タグを選択

検索
☆注意☆名前は「姓名」の順で入力

◇検索事例２◇
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その他の検索

Thesaurus（シソーラス）とは？

検索語には、「自由語」と「統制語（あらかじめ決められた言葉）」があります。

検索語 自由語

統制語（シソーラス語）

＝検索者が思いついた言葉を自由に検索

＝あらかじめ一つの主題に関する
検索語を集中化しておく

COMMERCE+

INTERNATIONAL

trade+ IMPORTS

EXPORTS

<上位語> <下位語①> <下位語②>

【シソーラスのツリー構造（例）】 シソーラスを理解することで、検索
漏れを防ぎ、より効率的な検索が
可能になります。

広義語、狭義語、関連語等概念
が階層関係になっていて、その関
係性が把握できます。

◇ ◇

※データベースにより使用できる機能が異なります。
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各論文には、「この論文が何につ
いて書かれているか」を示すシ
ソーラス（統制語）が割り当てられ
ています。さらに、副サブジェクト
が割り当てられている場合もあり

ます。

論文タイトルや抄録からキーワードを拾ってくる「キーワード（自由語の）検索よりも、精
度が高い検索ができます！

◇ ◇

ここから検索を開始

◇ ◇
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シソーラスの掛け合わせ検索も可能です。

拡張機能
(狭義語も含めて

検索）

選択したシソーラス

シソーラスの種類
（広義語、狭義語、
関連語）

◇ ◇

シソーラス「Marketing」で実際に
検索してみると・・。

◇ ◇
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◇ ◇

★出版物がアルファベット順にリスト化され、あらかじめ出版物名が分かっている際、
効率良く検索ができます。

※データベースにより使用できる機能が異なります。
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特定の巻号を指定して記事を閲覧できる。
特定の雑誌が分かっている場合は、キーワード検索よりも便利。

※データベースにより使用できる機能が異なります。

★検索履歴同士の複合検索（And/Or/Not）が可能です
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EBSCOhost Integrated Search (EHIS)

EBSCOhost Integrated Search (EHIS) とは
EBSCOhost のインターフェースでご提供する統合検
索システムです。EBSCOが提供するAcademic 

Search Premier等はもちろん、他社/他団体から提供

されているデータベース、電子ジャーナル等を一度に
まとめて検索することが可能です。
→より網羅的に検索ができます。
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◇ アクセス方法
-図書館ホームページから◇

データベース・電子ジャーナル
ページ内「よく利用されるデー
タベース」もしくは「海外のデ
ータベース」項目よりアクセス

My EBSCOhost 機能
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★検索結果画面右側のフォルダをクリックすると、
一時的に書誌情報を記憶させておくことが出来ます。（ログオフ時まで有効）

但しこの場合、ログオフすると情報が消去されます！

右上の「サインイン」をクリック

サインイン画面の
「ログイン」の右にある
「アカウントの新規作成」をクリック
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「アカウント新規作成」画面の各必要項目を入力
→「変更を保存」をクリック。
「アカウントが作成されました」に切り替われば
設定完了です。

書誌情報・検索式・アラート等がフォルダに保存されます。

右上の「フォルダ」アイコンをク
リックするとフォルダに保存した
情報を閲覧できます。
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「マイカスタム」よりお好きな名前を付けてフォルダを作成し、
情報を振り分けて整理することができます。

「マイカスタム」の右側の「新規」をクリック
→フォルダの新規作成画面よりフォルダ名を入力し「保存」
を選択
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ある検索結果に対し新しい情報が追加された際、電子メール
によるアラートを受け取ることが出来ます。

検索結果リスト画面からの設定方法
→画面右上の「共有」をクリックし、
「アラートの作成」項目の下にある
「電子メールアラート」をクリック

必要情報を入力の上、「アラートを保存」をクリック
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設定したアラートの確認や削除は「個人フォルダ」ページ内より可能
→左側の「検索アラート」をクリック

特定の雑誌に新しい情報が追加された際、
電子メールによるアラートを受け取ることが出来ます。

出版物の詳細情報画面より
画面右上の「共有」をクリックし、
「アラートの作成」項目の下にある
「電子メールアラート」をクリック

→検索アラートと同じような作成画面が開くの
で、必要情報を入力

☆My EBSCOhostの機能について詳しくお知りになりたい場合は
「My EBSCOhostご利用マニュアル」をご参照ください。

http://www.ebsco.co.jp/materials/manual/MyEBSCOhost_2.0.pdf

※データベースにより使用できる機能が異なります。
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• サポートサイト（英語）

http://help.ebsco.com/

• サポートセンター（日本語）

http://www.ebsco.co.jp/support.html

• オンライン講習会の予定

https://ebsco-japan.webex.com/

ご参加ありがとうございました


